
東南極ソ連マラジョｰジナヤ基地周辺の地質

一第29次日本南極地域観測隊に参加して(II)一

枚本博(地質部)
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第1図エンダｰビｰランド沿岸の様子.

黒く塗りつぶした部分カミ露岩を示す.

且.はじめに

第29次観測隊地学部門の夏期調査のメインテｰマゼ

ｰルロソダｰネ山地の地学調査(本誌1988年10月号)を終

えて砕氷船rしらせ｣にもどったのは1988年2月7目

でした.この約1週間あと東南極エンダｰビｰラン

ド(EnderbyLand)を訪れ沿岸地域の地学調査を実施

しました.

この沿岸調査は第29次隊から始まった研究課題｢南

大洋の地学総合調査｣の一環として計画されたもので

す･そして第29次隊ではソ連マラジョｰジナヤ基

地周辺及びアムンゼン湾沿岸のリｰセル･ラルセン山周

辺の2地域が調査対象に選ばれ(第1図)地学(地質･地

移分野)及び生物調査が実施されました.この課題の実

施にあたっては｢しらせ｣の帰国航路がこれまでのモ

ｰリシャス経由から第29次以後は南極大陸に沿って東

航しオｰストラリア経由と変更され南極圏での行動時

間が長くなったことが大きな要素でした.

沿岸調査の前半に訪れたソ連マラジョｰジナヤ基地は

エンダｰビｰランドを構成する2岩体のうちの1つ原

生代変成岩類からたるレイナｰ岩体(RaynerComp1ex)

の西端部に位置Lています(第2図).この地域の地質

の様子を知ることはレイナｰ岩体はもちろんこのす

ぐ西に分布する変成岩類(リュツォ･ホルム岩体)との関

係を考えるうえでも重要です.マラジョｰジナヤ基地

周辺の滞在は2月14日から17日まで野外調査は実質2

目とごく短期間でしたがすぐそほに海がひかえセｰ

ルロソダｰネ山地のような内陸部とはまた違った南極の

自然にふれることができました.ここではマラジョｰ

ジナヤ基地周辺での地質調査の様子を中心にレイナｰ岩

体の最近の研究について紹介しましょう.

2.エンダｰビｰランドを構成する2つの岩体

エソダｰピｰランドは東南極のうち東経45-55切地域

を指し1930年DouglasMawsonに率いられたイギリ
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第29次隊の調査地域

第2図レイナｰ岩体とナピア岩体の分布.原図はShiraishieta1.(1987).両岩体の境界はSheratonetal.(1987)に

よる.日本隊が長年研究してきたリュツォ･ホルム岩体の変成年代は約7億年前です(Shiraishieta1･1987)･

ス･オｰストラリア･ニュｰジｰランド合同の観測隊が

上陸して以後オｰストラリアやソ連の研究者を中心に

調査が進められてきました1エンダｰビｰランドに

は先のレイナｰ岩体のほか始生代変成岩類からなる

ナピア岩体(NapierCo血p1ex)が分布しています.ナ

ピア岩体はSovotovicheta1.(1976)がほぼ40億年の

Pb-Pb年代を報告して以来地球上最古の岩石の1つ

として注目されています.この2つの岩体の形成史

相互の関係を明らかにすることは始生代から原生代に

かけての大陸地殻の形成や進化の解明に重要た糸口を提

供するものです.

エンダｰビｰランドを構成するレイナｰ岩体とナピア

岩体は主に次の3点から区別されています.

1)変成年代が異なること.

2)ナピア岩体のほうカミ変成温度会高いこと.

3)ナピア岩体にはドレライト岩脈が存在するがレイ

ナｰ岩体では同質の岩脈が変成してみられること.

以下それぞれの点についてSheratoneta1.

(1987)に基づき簡単にまとめてみましょう.

まず変成作用の年代はレイナｰ岩体では後で示

すようにほぼ10億年前とされています(Grew,1978).

一方ナピア岩体のそれはずっと古くRb-SrやSm-

Ndを用いた全岩アイソクロン年代及びジルコンのU-

Pb年代として31億年一25億年の値が得られています.

そしてこの問に少なくとも3回の変成作用があったと

1988年12月号

考えられていますが25億年以後は安定化し小規模た岩

脈の活動のみが知られているだげです.

変成条件ではレイナｰ岩体の変成作用は角閃岩相高

温部からグラニュライト相に及び角閃石や黒雲母だと

の含水鉱物やミグマタイト化した部分が存在することか

ら水の分圧が高いことを示しています.マラジョｰジ

ナヤ基地周辺で求められた変成条件は700℃,5.5kb

です(Grew,1981).これに対しナピア岩体もグラ

ニュライト相ですがメンバｰサイトやサフィリソ十石

英大隅石だと極めて高温条件が必要な鉱物が見いだ

されています.また含水鉱物はほとんど含まれませ

ん.ナピア岩体の変成条件はグラニュライト相でも

1,000℃近くの高温でまた水の分圧の極めて低い条件.

を示します.

さらにナピア岩体に貫入する岩脈のうちでドレラ

イト質のものはアムンゼン岩脈とも呼ばれ放射年代の

測定から約12億年前に活動したことカミわかっています.

ナピア岩体は約25億年前の変成作用を最後に安定化して

おりドレライト岩脈は非変成のまま保存されますが

レイナｰ岩体では貫入の後に約10億年前の変成作用を受

けることにたります.これカミ岩脈が変成されている

か非変成がで両岩体を区別できる理由です.

両岩体の境界の様子は氷に覆われ露岩が欠如してい

て良くは分かっていません.両岩体の境界はエンダｰ

ビｰランドの西部と東部で沿岸部にみられますカミ西部�
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写真1空からみたベチェルナヤ山北方.写真の方向は第3図

に矢印で示す､左下半分の少し色の暗い部分が第3図の

ggこれを取り巻くのがチャｰノッカイト質片麻岩です･

また中央下の岩肌が白く見えるところがペソギソのルッ

カリｰ.

写真2ソ連製の雪上車.南極だけの日本と違ってシベリア

など国内でも使用されているとのこと.

では両岩体の移り変わりが明瞭でおそらく断層であろ

うと考えられています.一方東部では両岩体は数10

㎞1にわたり漸移するとされています.

3.ベチェルナヤ山へ

沿岸調査隊の顔ぶれは地質班が浅見正雄(岡山大).

Grew,E.S.(アメリカ)･筆者地形班が安仁屋政武

(筑波大)･林正久(島根大)これに弓削田徹(日本電気)

･佐藤哲夫(北海道大)･宇都正太郎(運輸省船舶技研)の

3隊員が地質班の岩石試料採取のスケットとして参加し

ました.また生物班は大山第28次越冬隊長を含め4

名でした.

1988年2月14目午後1時半過ぎ私達調査隊を乗せた

ヘリコプタｰがrしらせ｣を飛び立ちました.少L曇

り空でしたがまずまずの視界でした.これより先佐

藤夏隊長･浅見リｰダｰほかが一番機でマラジョｰジナ

ヤ基地に飛んでおり調査地域の選定をしていました.

実際に調査する場所の選定にはソ連基地から現地の状

況を聞くことが必要でした.

艦から約20分のフライトで陸地が近づいてきました.

陸地の大部分は氷が占めていますがところどころに岩

肌が見えます.そがうちの最も大きいものにヘリコプ

タｰは接近しました.このとき印象深かったのは塊

状の赤茶けた岩肌で後から地質図を見てわかったこと

ですカミ深成岩起源のチャｰノッカイト質片麻岩でした

(写真1).

私達のヘリコプタｰが降り立ったのはマラジョｰジ

ナヤ基地の東方約10㎞のベチェルナヤ山近くの氷面で

した.ベチェルナヤ山は高さ270mの緩やかな山で

この付近が私達の調査地域とたりました.この山の約

2㎞ユ東方にはマラジョｰジナヤ基地の飛行場を維持

するため夏の期問だけ開かれるベチェルナヤと呼ばれる

フィｰルドベｰスがありました.先発した浅見リｰダ

ｰの話によればソ連側の好意からベチェルナヤの施設

に宿泊できまた食事も同施設の食堂でできることがわ

かりました.

マラジョｰジナヤ基地の隊員の案内で物資をすばや

くソ連製の雪上車に積み込みベチェルナヤに向かいま

した.ソ連製の雪上車はキャタピラを含め全体が金

属でできており(写真2)氷面上を時速30㎞以上のス

ピｰドで走ります.セｰルロソダｰネ山地でそりを引

いて遠くても15㎞位で走っていた私達からみるとソ

連雪上車はすごく遠く感じ｡られました.ベチェルナヤ

に到着後さっそく部屋割･荷物の整理をし宿舎周辺

の予察にでかげました.

4.マラジョｰジナヤ基地周辺の地質

マラジョｰジナヤ基地周辺は今回交換科学者として

第29次隊に参加したGrew博士が以前調査したフィｰ

ルドでした(Grew1978;1981).その研究結果によれ

ばこの地域の地質とその形成史はつぎのとおりです.

この地域の地質は主に①片麻状構造カミ明瞭た片麻岩

類(上記論文ではwe11曲yeredgneissesと呼ばれています)

と②深成岩起源の片麻岩類(同p1utonicgneisses)から

構成されています(第3図).そしてこれらの片麻岩

類はともにグラニュライト相の変成岩です.このほか
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第3図マラジョｰジナヤ基地周辺の地質.
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原図はGrew(1978).

変成作用後の火成活動により閃緑岩･花嵐岩･ペグマ

タイトなどの岩脈が貫入しています.

片麻状構造の明瞭な片麻岩類は輝石片麻岩･角閃石

片麻岩･ざくろ石一黒雲母片麻岩及びざくろ石一輝石片麻

岩の4岩相からなります.ミグマタイト化がかたり広

く認められ(第3図のmg9とmp9)その部分では上の

4岩相と石英長石質片麻岩が厚さ数｡m-15mの層として

互層しています.この片麻岩類は片麻状構造が発達

することと全岩の化学組成から堆積岩一火山岩起源とさ

れています.一方深成岩起源の片麻岩類はまとま

った分布を示しチャｰノッカイト質や花嵩閃緑岩質で

す.岩石は均質であり片麻状構造も踊にしか認めら

れません.チャｰノッカイト質片麻岩が片麻状構造

の明瞭た片麻岩類の構造を切って貫入するのが観察され

ています.

チャｰノッカイト質片麻岩及び花購岩岩脈のRb-Sr

全岩アイソクロン年代はそれぞれ987Ma512Maで

す(第4図).片麻状構造の発達した片麻岩類のうち

石英長石質片麻岩も年代測定されていますが点が分散

しアイソクロンは引かれていません1ただ一部の試

料で2,120Maのモデル年代が求められています.そ

して以上の年代測定をもとに次のようだ形成史が立

てられています.

約20億年前?層状構造の明瞭な片麻岩類の原岩形成

約10億年前チャｰノッカイト質片麻岩の原岩の貫

入と引続きグラニュライト相の変成作
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第4図マラジョｰジナヤ基地周辺の岩石のRb-

Sr全若年代(Grew,1978)､(左)チャ

ｰノッカイト質片麻岩(右)花嵐岩岩脈.

なお試料324,295及び334Bは年代決定には

使用笹ず.またそれぞれの年代は新しい壊

変定数によれば1,022Ma及び530Maと在り

ます.
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約5億年前花嵩岩やペグマタイトだとの岩脈の貫

入

5.露岩調査

調査期問が正味2日間と短かったため歩き回ること

をせずGrew博士の案内で代表的た岩相を観察するこ

とにしました.調査にはソ連から発行されている1

万分の1地形図を青焼きしたものを用意していました.

2月15目/第1目目はベチェルナヤのすぐ西にひろ

がる露岩(第3図の99及びmg9の部分)を調査しまし

た.露岩へは宿舎の前にひろがる幅数10㎜のざらめ

氷を越すだけでクレバスの心配もなくこのへんが夏

の沿岸調査の良いところでしょう.露岩に取り付くと

主要た岩相は輝石片麻岩･黒雲母一角閃石片麻岩･黒

雲母片麻岩などです.このなかに多量のざくろ石を

含む片麻岩類が約50m離れて2層準に認められました

(写真3).岩石名でいえば珪線石一ざくろ石一黒雲母片

麻岩です.そしてこの片麻岩の一部にはマラジョ

ｰジナヤ基地周辺でも産出報告の少ない董青石も含まれ

ていました.董青石は岩石の形成条件を決めるときに

ぜひとも必要た鉱物です.

片麻岩類に見られる片麻状構造は走向が西北西一東

南東で北に50-80｡と急傾斜しています.また片麻岩

には角閃石のようだ長柱状の有色鉱物の配列による線構

造がしばしば観察され軸の落しは東に5-2ぴでした.

このようた片麻岩類を切って花嵩岩質ペグマタイト

の岩脈が見られました.岩脈の幅は数｡m-1mくらい

です.岩脈は片麻状構造にほぼ平行する方向と直交

する方向に観察されました.輝石に富む片麻岩に岩脈

が貫入している場合岩脈に接した部分の片麻岩は両

側とも幅数10cmほどはもとの色より黒っぽくたってい

ます(写真4).岩脈の貫入に伴う熱の影響や揮発性成

分の供給で輝石が再結晶して角閃石を生じたためと考

えられます.

この目の午後には放射年代測定用の岩石採取をしま

した.ごく接近したところでしかもできるだけ広い

組成範囲の岩相をといろいろ探しましたが結局以前

Grew博士が年代測定用に採取した試料のすぐそばを

選び片麻状構造に直交して合計5個採取しました(写

真5).これにはスケットで加わった3氏に懸命に頑張

って頂きましたがなにぶん硬い岩石で午後の大半を費

やしました.

2月16目/2目目には宿舎から西へ海を見ながらベ

チェルナヤ山の北まで移動しチャｰノッカイト質片麻

岩を中心に観察しました.チャｰノッカイト質片麻岩

は中粒で比較的均質な岩石で片麻状構造は極めて弱

いものでした.斜長石･カリ長石･石英の珪長質鉱物

の集合部は淡褐色を呈しこの中に角閃石｡輝石などの

有色鉱物が散在している岩石です.全般に風化の程度

が強く放射年代用の新鮮な試料の採取が困難でした.

私達は露岩を調査しますがこの上にはまぽらですが

モレｰンの岩石が分布しています.この中には構成鉱

物が細粒で変成度が低く結晶片岩と呼んでいいようた岩

石も混じっています.南極の岩石といえば粗粒た片麻

岩が頭に浮かびますがこのまうた岩石がどこから来た

のか興味深く思いました.

6.ペンギンルッカリｰ

2目目の午後出かけたベチェルナヤ山北方海に面し

てアデリｰペンギンのルッカリｰがありました(写真

6)1目目の調査でもふと気が付くとペソギソがそ

写真3ざくろ石一珪線石一黒雲母片麻岩の露頭写真

写真4片麻岩に貫入するペグマタイト岩脈

地質ニュｰス412号�
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写真5年代測定用の岩万試料を採取した露頭

ばにいることがあり近くにいることはわかっていまし

た.ソ連基地の人の話によればこのルッカリｰには

5,000羽近くのペソギソがいるそうです.ベチェルナ

ヤ山にヘリコプタｰで来た際空から見えた白い岩肌の

部分はペソギソのふんがついたためでした(写真1).

ルッカリｰに近づくと最初はすごい臭いと思ったも

のの人問のきゅう覚はすぐに慣れるもので2,3分

すれば気にたらたくなりました.

ゆっくりと近づくぶんには逃げることはせず急に近

付いても一時声をあげてワｰワｰ言うがすぐにやんでし

まう.ペソギソ同士ぶつかり合ってキャｰキャｰと言

い合う様子揃ってのどを上に伸ばして鳴く様子親か

ら餌をもらうひな多くの人が動物園で経験するように

ペソギソは見ていて飽きたいものでした.

7.ベチ｡=ルナヤでの生活

マラジョｰジナヤ基地は東経45.50'南緯67.40'に

位置し現在7つあるソ連の越冬基地のうち最大のもの

です.夏期には170-180人が越冬中は110-120人が滞

在し気象･地球物理関係が主に研究され雪氷･地質

･生物だとの研究者もときに来るとのことです.

ベチェルナヤには私達が訪問した時は20人弱のソ連

隊員カミ生活していました.飛行場の維持ということで

機械や通信の人達が中心です.建物は食堂を中心に

発電棟や居住棟カミ全部で10棟位ほぼ1列に並んでいます

(写真7).私達の大部分が宿泊した棟はもっとも東

はずれにあり円柱を横にした形で7mほどの奥行きが

ありました(写真8).中は通路を挟んで両側に2段ベ

ッドがあり8人が寝ることができました.シｰツも

提供を受け電気がありまずは快適な環境といえまし

た.

ベチェルナヤに着いた日と撤収の前日には食堂で両

国の隊員が会食をし南極のことやそれぞれの国の話に

花が咲きました.また彼らももうすぐ交代の飛行機

が来るとのことで帰国を楽しみにしていまLた.彼

らの南極滞在中の給与は国にいるときの2.5-3倍でま

た南極にいた間の土･目は帰国後休暇としてもらえるそ

うで少しうらやましく感じました.

食堂は10数人が一度に食事できる広さで窓際にはト

マトやキュウリがなっていました.南極には空の青

雲と氷の白はふんだんにありますがやはり緑が恋しく

たります.滞在2目目の食事からはソ連風Pに調塩

された日本の食品も出されました.私達は自炊を前提

に食糧を持参していましたのでそれをソ連側に提供し

たためです.サラダの具とたったお米焼かれてあん

写真6Aベソギゾルッカリｰの様子

写真6Bベンギソの親とひな.親で背丈50cmくらいひなは

毛がまだ全部生え変わっていません.
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一12一

枚本博

写真7ベチェルナヤの様子

写真8私達の宿泊した宿舎

パン･豚パンに変身したあんまん･豚まんなどなかな

か愉快なメニュｰでした.またちくわ･めん太子や

筋子だとは案外ソ連の人に好評のようでした.でも

ソ連基地ではアルコｰルの制限が厳しくまともに飲め

るのは月1回というのは意外でした.

8｡レイナｰ岩体の形成史

レイナｰ岩体の形成史のあらましはマラジョｰジナ

ヤ基地周辺の研究結果(Grew,1978)から先に示したと

おりです.この点での最近の知見ではB1acket

a1.(1987)のレイナｰ岩体に種六の年代測定を適用した

研究があげられます.それによればレイナｰ岩体西

部の3地点から採取された深成岩起源の片麻岩(この中

にはベチェルナヤ山近くのチャｰノッカイト質片麻岩も含まれ

ています)の火成源ジルコンは1,425-1,488MaのU-Pb

年代を示します(その1例が第5図左).彼らはこの

U-Pb年代から片麻岩の原岩にあたる深成岩の活動は

約15億年前でありマラジョｰジナヤ基地周辺で報告さ

れた約10億年のRb-Sr年代(Grew,1978)はレイナｰ

変成作用そのものの時代にあたるとLました.また

岩体西部のペグマタイト岩脈のジルコンについても76!

MaのU-Pb年代を報告し変成作用後の岩脈の活動

がこの時期にも存在したことを示しました(第5図右)｡

レイナｰ岩体の形成史はこのほかナピア岩体との関

係からも議論されています.両岩体の関係を考えるう

えで重要たことはレイナｰ岩体の一部にナピア岩体

に特徴的た鉱物メソパｰサイトがレリクトとして見いだ

されたり大隅石やサフィリソ十石英の低温側の分解生

成物に相当する鉱物組合せカミ合まれていることです.

このことやエンダｰビｰランド東部で両岩体が漸移す

ることレイナｰ岩体に変成したアムンゼン岩脈が存在

することだとからレイナｰ岩体はナピア岩体の一部が

再変成してできたと考えられています(Sheratoneta1.

���

しかLレイナｰ岩体にはナピア岩体には由来した

｡.ヨ
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室
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第5図レイナｰ岩体のU-Pb年

代(B1acketa1.1987).

(左)マラジョｰジナヤ基

地東方約150k㎜に位置す

るMt.F1eetの花嵩岩起

源の片麻岩granitiCOr-

thogneiss(右)同じくMt.

Underwoodのペグマタイ

ト.

地質ニュｰス412号�



東南極マラジョｰジナヤ基地

一13一

写真9マラジョｰジナヤ基地のソ連隊員との記念撮影(写真

は林正久隊員の提供)

いこの岩体独自の要素も認められます.例えばShera-

toneta1.(1987)は1)レイナｰ岩体にはナピア岩

体に稀な大理石のようだCaに富む組成の堆積岩が産し

たり泥質岩がずっと多く含まれていることさらに

2)これらの堆積岩起源の変成岩にはアムンゼン岩脈の

貫入が見られずこの岩脈活動後の堆積作用により形成

されたとみなすことができることを指摘しています.

またB1acketa11(1987)はレイナｰ岩体西部の深

成岩源の片麻岩について1,650-2,180MaのSm-Ndモ

デル年代を報告しています.このSm-Nd年代は深

成岩を生じた始源地殻の形成が原生代であり始生代まで

さかのぼらたいことを示しています.

このようにレイナｰ岩体研究の現状はこの岩体が

一部はナピア岩体を起源とするもののレイナｰ岩体独

自の堆積岩･火成岩の形成を通じて形成されたことを示

しています.レイナｰ岩体の形成史の詳細はまだ不明

ですがまさに大陸地殻がどのようにして成長してきた

かの解明に結びつく問題ということができます.今後

の研究に注目したいと思います.

最後にB1acketaI.(1987)及びSherationeta1.

(1987)によるレイナｰ岩体の形成史の概要を示してお

きましょう.

(25億年前ナピア岩体の形成･安定化)

20-18億年前始源地殻の形成

15億年前始源地殻の溶融によるマグマの形成

(12億年前アムンゼン岩脈の貫入)

12-10億年前堆積岩め形成

10億年前レイナｰ変成作用<角閃岩相高温部一

グラニュライト相〉

ナピア岩体の一部が再変成

9.おわりに

2月17目は朝6時30分起床し｢しらせ｣との通信

の後ベチェルナヤでの最後の朝食を取り撤収の準備

をしました.ソ連隊員を含めて記念撮影した後(写真

9)9時過ぎ迎えのヘリコプタｰがきてソ連隊員の

力強い握手に送られてベチェルナヤをあとにしまLた.

本調査では初日の移動日だけが曇り空であとは晴天

と天候に恵まれました.ソ連基地にも宿泊でき快

適た調査ができました､当初2月も半ばの日程で天

候が心配され調査自体の実施が危ぶまれていましたが

計画通り実施できて本当に良かったと思います.短期

問の滞在で十分な調査ができたとはいえませんが少し

でもレイナｰ岩体の研究に役立てぽと思います1

本調査が無事実施できたのは第29次隊渡辺興亜越冬

隊長･佐藤夏雄夏隊長ほか全隊員の理解と協力があった

からです.また本田艦長以下しらせ乗組員の方々

の御支援のおかげです.ここに記して厚く感謝します.
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